
熊本大学運営基盤管理部総務ユニット「熊本大学ホームカミングデー」担当
Tel. 096-342-3116　Fax. 096-342-3110
E-mail. kuma-hcd@jimu.kumamoto-u.ac.jp

【お問い合わせ・参加申し込み】
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12：30 受付開始（工学部百周年記念館にて）

13：30 キャンパスツアー
　　　 ご希望のコースを一つお選びください
  a  五高記念館
  b  工学部研究資料館
  c  パルスパワー（G-COE）＆
  　 バイオエレクトリクス研究センター
  d  先進マグネシウム国際研究センター

15：00 歓迎の辞
 卒業生表彰
　　　 大学の近況報告

15：30 パーティー・学生との交流
　　　 学生によるアトラクション
　　 （チアリーダー・応援団演舞や演奏など）
　　　 ※参加費2,000円

17：00 閉会 ☞ 詳細は裏面へ

PROGRAM

国指定重要文化財・
赤門

1970年代、黒髪南キャンパス
工学部1号館前

1970年代、
黒髪北キャンパス
サインカーブ周辺の様子

第７回

　ホームカミングデーも今年で

7回目を迎えました。昨年、九州

新幹線が全線開通し、今年４月

には熊本市は政令指定都市と

なりました。また、熊本のPRキャラクターの「くまモン」

も大活躍で、いま熊本は活気に満ちています。本学も

県や市と多面的に協力して、国内はもとよりアジアか

ら世界を視野に入れて、力強く前進しています。

　社会の国際化が急速に進行する中で、大学教育の

高度化と質の転換への期待もこれまで以上に大きく

なっています。今年度も新入生に向けた「学長特別講

義」を実施し、学生諸君には熊大生としての誇りとアイ

デンティティーを持って、国際社会を先導できる人材

として、また新しい時代を創りだす社会の財産である

人『財』として成長することの重要性と期待を話させて

いただいています。

　本学は「我が国を代表する研究拠点大学」として、そ

の存在意義を一層鮮明にしながら、国際社会を先導

できる人材の育成に努めて参ります。皆様には、是非、

お誘い合わせの上、世界に向けて躍動する母校と熊本

のまちをご覧いただければ幸いです。

母校へようこそ！
熊本大学長　谷口 功

熊大60年
写真展同時

開催

あの日の私が待っている
キャンパスへ行こう。

第7回熊本大学
ホームカミングデーキャンパスツアー

11月3日土 
13:30start

　ホームカミングデーとは、母校を訪れて懐かしい学友や恩師と再会を果たし、互いに親睦を深めて

いただこうと、大学が卒業生の皆さんをお招きするひとときです。

　ご来学を機会に、変わらぬ大学の姿や先進の研究に触れていただこうとキャンパスツアーを開催い

たします。卒業生であればどなたでもご参加いただけます。

　懐かしい学び舎の今を体感してみませんか？

a ～ d  の中から、ご希望のコースを一つお選びください。

a 五高記念館 「変わらぬ五高イズムに触れる」
教鞭を執った夏目漱石や小泉八雲などの
貴重な資料を展示し、ユニバーシティ
ミュージアムとして整備されている、国指定
重要文化財の旧制第五高等学校の本館を
見学します。

b 工学部研究資料館 「動く！明治時代の機械遺産」
旧制熊本高等工業学校の機械実験工場と
明治時代の11台の工作機械群が国指定重
要文化財で、当日は機械を動かし当時の様
子を再現します。

c パルスパワー（Ｇ－ＣＯＥ）＆バイオエレクトリクス研究センター 「先進の研究現場探訪」
衝撃エネルギーはパルスパワーとも呼ばれ、
超高出力の瞬間的エネルギーです。排ガス処
理等の環境浄化、殺菌等のバイオ、がん治療
等の医療福祉、コンクリート等のリサイクルな
どへの研究が進められている研究現場を訪
れます。

d 先進マグネシウム国際研究センター「　　　　　　不燃マグネシウム合金を知る」
不燃性でありながら従来の航空機の金属材
料超ジュラルミンを凌駕する軽さと強さを持
つ「　　　　　不燃マグネシウム合金」が開
発され、航空機などへの実用化に向けた研究
が進められている研究現場を訪れます。

赤門

受付 工学部百周年記念館

五高記念館

KUMADAI

秋山 秀典 教授

河村 能人 教授

KUMADAI

工学部研究資料館

熊本大学前バス停


